
　当市議会では、６月・９月・12月の各定例会において市政全般にわたって事業の執行状況や将来に対
する方針などについて質問し、執行機関からの報告・説明などを求める一般質問が行われています。一
般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれていることについて問いかけ、議員自らが提言を行い、
政治姿勢を示すことができる大事な議員活動の場です。
　本会議場での議員一人当たりの質問時間は30分以内となっています。今議会では２日間にわたり行われ、
13名の議員が質問しました。

皆さんの声を議会へ皆さんの声を議会へ

質問者 質問項目
寄谷　猛男
（日本共産党）

滝川駅周辺整備　地域公共交通　アダプトプログラム　滝川市街路樹適正化計画　
農産物加工施設　ＡＩドリルの取り組み状況

関藤　龍也
（市民ネットワーク）

都市計画税　公園の維持管理　小学校におけるＡＬＴの活用状況と管理体制
ＡＬＴとのオンライン交流事業　日本語学校の設立

安樂　良幸
（新政会）

ふるさと納税　福祉除雪

木下八重子
（会派清新）

高齢者の運転事故防止対策

荻野　仁史
（市民ネットワーク）

滝川ふれ愛の里の空きスペースの活用　滝川市ふるさと大使の活用

好川　　章
（新政会）

農業経営者の高齢化と後継者対策　介護予防の促進

山口　清悦
（新政会）

冬期間の避難所の暖房設備　滝川西高等学校特別奨励金

柴田　文男
（会派清新）

地域医療構想モデル推進区域の中空知圏域の設定に伴う基本的考え方　
令和10年以降における公立高校の再編整備

三上　裕久
（公明党）

奨学金返還支援　地域医療構想モデル推進区域の中空知圏域の設定　地域おこし協力隊
妊産婦のためのタクシー利用券の配付　帯状疱疹予防接種の公費助成制度の導入
ＲＳウイルス感染症予防ワクチン接種の公費助成制度導入

藤田　哲也
（市民ネットワーク）

ふるさと納税業務の組織体制　市立病院の持続可能な経営に向けた課題と展望
持続可能なまちづくりに向けた自治体運営　財政シミュレーション

福井　雅章
（新政会）

地域医療構想モデル推進区域の中空知圏域の設定　学校における教職員の働き方改革

髙橋江海子
（会派清新）

フードロス削減　ＤＶ被害者への支援　特殊詐欺防止　保育ＩＣＴシステム　
保育所入所手続き等のデジタル化　障がい児の区分判定
生理用品のトイレ個室配置の来年度の見通し　提出物のデジタル化

荒木　文一
（市民ネットワーク）

遊休施設の解体、除却　公共施設等解体撤去用地方債　除却優先順位と概ねの実施期間
遊休施設の管理に関する考え方
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第４回定例会 一 般 質 問 か ら

問　駅前に整備する施設について、
ホールのほか多目的室にも可動式
の座席を整備することが望まれる
が、市の考えを伺う。
答 整備を予定する多目的室につい
ては可動式遊具によるキッズパー
クやパブリックビューイング、展
示ギャラリーなど日常的な居場所
空間である交流ロビーと一体的な
利用が可能となるような平土間形
式で天井高のある開放的な空間を
想定しています。

　　一方で、ホール公演のリハーサ
ルや控室など専用空間としての活
用も想定し、音響や防音性能の配
慮を考えています。そのため、演
劇や映画等の活動に関しては可動
式の座席により席数の調整も可能
なホールの活用を考えていること
から、多目的室に可動式の座席を
整備することは想定していません。

問　立地的に滝川市の中心的公園で
ある平和公園を指定管理すべきと
思うが、考えを伺う。
答 平和公園については、業者委託
により、定期的なトイレ清掃や草
刈り等の管理を行っており、また、
ラジオ体操の会や老人クラブなど
のボランティア活動により、美観
が保たれています。今後について
も、ボランティア活動を担う皆様
と協働の管理を継続していきたい
と考えています。
問　小学校の英語授業に携わるＡＬ
Ｔの活用実態をどのように把握し
ているのかを伺う。
答 各学校において学級担任または
外国語専科教諭の外国語授業や外
国語活動等の補助、外国語教材作
成の補助等で活用されていると把
握しています。

問　今年の冬は気象庁の予報では、
ラニーニャ現象の影響を大きく受
け、寒気が流れ込み大雪の可能性
があると発表されている。本市も
例外ではなく、独居の高齢者など
は、除雪作業で大変な負担がかか
ると考える。本市における福祉除
雪の対象世帯数および実施期間、
実施回数等見込みについて伺う。
答 福祉除雪対象世帯数は、340世
帯を予定しており、実施期間は12
月から３月までの４か月間で、実
施回数は述べ12,240回を見込んで
います。
問　想定していた以上の大雪となり、
年度当初計画した予算に不足が生
じた場合の対応について伺う。
答 そのような事態になる前に補正
予算による対応も含めて協議し、
対象者が困らないように対応して
いきます。

問　昨今高齢ドライバーによる事故
が増えており、対策が急務と考え
るが、市の考えを伺う。
答 認知症の早期発見や免許証の自
主返納の周知に取り組んでいるほ
か、歩行中や自転車の運転中に事
故に遭う割合も高くなっているこ
とから様々な角度から事故防止対
策に取り組んでいきます。
問 近隣市町が行っているような後
付けの急発進抑制装置の購入費お
よび設置費に対する補助金等を検
討してはどうか。見解を伺う。
答 後付けの急発進抑制装置は令和
３年度までの国土交通省の補助制
度により、市内でもある程度普及
が進んだものと考えておりますが、
高齢ドライバーを取り巻く情勢の
把握に努め、交通事故防止に有効
な施策について検討していきます。

問　ふるさと大使の活用についてど
のように考えているのかを伺う。
答 ふるさと大使の皆さんには、滝
川市のイベントに来ていただくの
みならず、滝川市への関心や想い
を持ち続けてもらうことが大事な
ことでありますので、引き続き連
絡を密にし情報共有をしていきた
いと考えています。
問　菜の花まつりやランターンフェ
スティバル等の大きなイベント時
において、ふるさと大使に情報提
供はしているのか。
答 大きなイベントについては広く
告知を図っていただきたいと思っ
ており、大使の方にもお伝えをし
ています。また、先般経済関係の
情報誌において、強く滝川市への
想いを語っていただいている大使
もおり、引き続き滝川を広くＰＲ
していただければと考えています。

問　いきいき百歳体操の活動が各地
域で行われている。活動状況と今
後の推進方策について伺う。
答 令和５年度末の状況は、地域
会場26箇所、年間延べ1,196回、
参加者は実人数642人、年間延べ
21,309人です。市内の介護保険事
業所19箇所では要介護状態の方に
重症化予防として取り組んでいた
だいており、今後も地域の実情や
課題に応じて取り組みを進めます。
問 毎年農家戸数が減少している。
市の対策について伺う。
答 高齢化等により農家戸数は減少
傾向にありますが、将来的にも持
続可能な地域農業に向けて、農作
業環境の改善や効率化、後継者対
策による就農者確保、法人経営等
の対応が必要と考えています。今
後も関係機関と連携を図りながら
様々な方法を検討していきます。

関藤　龍也（市民ネットワーク）

荻野　仁史（市民ネットワーク）

安樂　良幸（新政会）

好川　　章（新政会）

寄谷　猛男（日本共産党）

木下八重子（会派清新）

平和公園の
維持管理について

ふるさと大使の
活用について

福祉除雪について

百歳体操の今後の
推進について

文化芸術を鑑賞
しやすい施設へ

高齢者の運転事故
防止対策について

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。

※「移動投票所」は10ページの「用語を理解して議会をもっと身近に！」を参照
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第４回定例会 一 般 質 問 か ら

問　北海道における冬期間の災害に
よる避難所の暖房設備は住民の生
命に関わる必要不可欠な設備であ
る。現在、市内で指定されている
避難所の暖房設備の設置状況につ
いて伺う。
答 市ではコミュニティセンターや
小中学校および高校などの公共施
設等28箇所を指定避難所として位
置づけており、それぞれの施設に
暖房設備があります。災害時には
必要に応じて避難所を開設し、当
該施設の既存設備活用が基本とな
ります。また、市では発電機39台、
電気不要のポータブル石油ストー
ブ75台、ジェットヒーター２台を
備蓄し、さらに民間事業者との災
害協定によるレンタル機材の確保
により、各避難所の暖房設備とし
て活用したいと考えています。

問　新たに地域医療構想モデル推進
区域に中空知圏域が指定された。
今後における本市の課題と役割に
ついて伺う。
答 砂川市立病院とともに本市立病
院が軸となり、今後も中空知の急
性期医療を支えなければならない
と考えています。構成市町の動向
も踏まえ、地域医療を守っていき
たいと考えています。
問　空知北学区の高校配置計画の中
で令和10年以降、本市の公立高校
全体の再編整備を検討とあるが、
市立高校も含めることとなるのか。
答 第１回検討市民会議において北
海道教育委員会から市立高校の間
口調整が提案されましたが、受け
入れられるものではありません。
今後市民会議を重ね、間口調整の
方策や高校の在り方に関する方針
を見出していきたいと考えます。

問　人口減少が進む本市において、
若者の人材確保は急務の課題であ
る。そこで、国の奨学金返還支援
制度を活用し、本市に就職・居住
することを条件に市が奨学金返還
支援を行う制度を創設すべきと考
えるが、見解を伺う。
答 令和７年度からの制度創設に向
け内部協議を行っており、今後詳
細を詰めていきます。
問　国の地域医療構想のモデル地域
に中空知圏域が選ばれたが、その
中で医療機関が再編統合する場合
の財政的支援が盛り込まれた。将
来を見据え自治体病院再編統合へ
向け、議論形成を図るべきと考え
るが、市長の見解を伺う。
答 最大のチャンスを活かし、国の
財政支援を受けながら地域住民の
健康と命を守るための議論形成を
図っていきます。

問　学校の建て替えと駅前再整備を
同時並行で進める方針だが、ふる
さと納税の減収や病院経営の財政
的課題が山積する中、現在の事業
を同時進行で進めるのかを伺う。
答 同時に進行する考えに変わりは
なく、滝川市公共施設個別施設計
画前期計画は事業の平準化などの
見直しを適時行っています。
問 駅前再整備事業に向け、財政シ
ミュレーションが提示されない理
由について、単なる一時的な遅延
か、何らかの構造的な課題等が存
在しているのか、原因を伺う。
答 駅周辺整備事業と市全体の将来
的な財政見通しについて検討して
おり、市立病院の経営状況など将
来の財政状況に与える影響や様々
な社会情勢の変化などを見極め、
その都度必要な修正や変更をしな
がら作業を進めているところです。

問　国や道が積極的に支援を行うと
あるが、病院としては安定経営に
向けてどのような展望があるのか
を伺う。
答 支援が可能になれば、有効活用
できるよう、将来の中空知地域に
おける医療提供体制のあるべき姿
を踏まえた上で、検討していきた
いと思います。
問 学校教職員の働き方改革につい
て、過度な時間外勤務の実態とさ
らなる施策の有無を伺う。
答 重要課題とし、教職員の長時間
の時間外勤務対策について校内組
織の再編等と並行して、一部の教
職員に業務が集中しないように平
準化に努めています。いじめや不
登校などの対応が増加しており、
教育活動の質を下けずに業務を減
らすことは容易ではありませんが、
継続して取り組んでいきます。

問　本市のフードロス削減の取り組
みはどのようなものがあるのか。
また、国の支援策を活用し、地域
食堂等と連携したフードバンクの
支援推進を検討してはどうか。
答 市の公式ホームページでの掲載
のほか、滝川消費者協会の協力の
下、食品ロス削減推進サポーター
による講話や滝川消費者まつりで
のパネル展示などを行っています。
また、支援推進については、食材
を通じた地域や支援者とのつなが
りを大切にされている団体があり
ますので、今後も様々な取り組み
について、注視していきます。
問　市立保育所に導入されたＩＣＴ
システムの効果と、他の認可保育
所への導入予定について伺う。
答 業務負担軽減につながっている
ことから、市内他保育所への早期
導入に向けて検討を進めています。

柴田　文男（会派清新）

福井　雅章（新政会） 髙橋江海子（会派清新）

三上　裕久（公明党）山口　清悦（新政会）

藤田　哲也（市民ネットワーク）

中空知圏域の医療
の在り方について

地域医療構想中空知
圏域の設定について

フードロス削減に
ついて

人口減少社会を
見据えた取り組み

防災行政について

持続可能なまちづ
くりに向けて

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。
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問　旧開基百年記念塔など本市が所有する遊休施設の対象施設数と概算の除却費用について伺う。
答 施設数は39施設ありますが、費用は算出していません。
問　公共施設等解体撤去地方債の起債対象、充当率などについて伺う。
答 対象となるには、滝川市公共施設個別施設計画に位置づけられる施設となり、充当率は
一律90％で、元利償還金に対する交付税措置はありません。
問　除却優先順位と概ねの実施期間について伺う。
答 建物点検協同組合と滝川市普通財産建物点検等委託業務を契約締結しており、毎月定期
巡回点検の状況報告を受けております。これらを踏まえ、政策協議や予算協議の中で市と
しての危険度、優先度を判断していきます。荒木　文一（市民ネットワーク）

遊休施設の解体、
除却について

令和６年第４回定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 議決結果

許可第１号 議会運営委員の辞任について
議会運営委員会委員の辞任によるものです。 許　　可

選任第１号 議会運営委員の選任について
議会運営委員会の補欠委員を選任するものです。 選　　任

報告第１号 専決処分について（令和６年度滝川市一般会計補正予算（第４号））
第50回衆議院議員総選挙の執行に伴う補正です。 報告承認

報告第２号 監査報告について 報 告 済
報告第３号 例月現金出納検査報告について 報 告 済

議案第１号

令和６年度滝川市一般会計補正予算（第５号） 
実績見込みに伴うコンビニ事業者委託手数料の増額、滝川市内線運行主体変更に伴う運行準備業務、路線バスの運賃改定に伴
う通信運搬費の増額、児童手当の制度改正に伴う児童手当の増額、実績見込みに伴う医療扶助費の増額、国民健康保険特別会
計における出産育児一時金の増額補正に伴う国民健康保険特別会計繰出金の増額、令和６年度施設整備費の確定に伴う中空知
衛生施設組合負担金の減額、北海道の畑地化促進事業補助金を受けて行う土地改良区決済金等支援補助金の交付、滝川西高等
学校空調設備設置工事外実施設計の実施などに係る補正です。

原案可決

議案第２号 令和６年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
実績見込みに伴う出産育児一時金及び一般被保険者保険税還付金の増額のための補正です。 原案可決

議案第３号 滝川市自家用有償バス条例
自家用有償バスの運行に関し必要な事項を定めるための条例の制定です。 原案可決

議案第４号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の改正です。 原案可決

議案第５号 滝川市民福祉条例及び滝川市国民健康保険条例の一部を改正する条例
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う改正です。 原案可決

議案第６号 滝川市病院条例の一部を改正する条例
部に相当する組織として地域医療室を設置するための改正です。 原案可決

議案第７号
滝川市丸加高原健康の郷専用水道に置く水道技術管理者の資格に関する条例の一部を改正する条例
生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政
令の施行に伴う改正です。

原案可決

議案第８号 公の施設の指定管理者の指定について（まちづくりセンター） 原案可決
議案第９号 公の施設の指定管理者の指定について（滝川ふれ愛の里(地ビール製造施設を除く。)等） 原案可決

議案第10号 財産の取得について
中型ノンステップバス（２台）の取得 原案可決

議案第11号 市道路線の認定及び廃止について
○認定する路線　１路線　路線の延長 2,017ｍ　　○廃止する路線　１路線　路線の延長 2,035ｍ 原案可決

決議案第１号 滝川市議会議長の不信任決議 原案否決

意見書案第１号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障
の実現に向けた要望意見書 原案可決

意見書案第２号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める要望意見書 原案可決

令和６年第３回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 議決結果

議案第１号 令和６年度滝川市一般会計補正予算（第６号） 原案可決
議案第２号 令和６年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第３号 令和６年度滝川市公営住宅事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第４号 令和６年度滝川市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第５号 令和６年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第６号 令和６年度滝川市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第７号 令和６年度滝川市病院事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８号 一般職の職員の給与に関する条例及び滝川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例 原案可決

※議案第１号～第８号は、令和６年人事院勧告に伴い、期末手当および給与の改正を行うものです。
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